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介護予防・生活支援サービス事業の実施状況について 

（年間実績） 

 

 

北九州市保健福祉局地域福祉推進課 

 

 

 

      

内容 

利用件数（件） 

令和元年度 令和２年度（4 月～1月・10 ヶ月） 

訪問型サービス 
５６，０５２ 

（月平均４，６７１） 

４２，２９９ 

（月平均４，２３０） 

通所型サービス 
６２，３９２ 

（月平均５，１９９） 

４６，２３０ 

（月平均４，６２３） 

 

＊利用者数は、１人で複数サービスを利用している人も含まれるため、重複している場合があります。 

＊令和元年度に比べ令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、全体的に利用件数は

減少しています。特に通所型サービスにおいては、第１回目の緊急事態宣言中（令和２年４月７日～５

月１３日）の前後に大幅に減少しました。しかし、現在は徐々に利用件数は増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1



 

 

2



１　訪問・通所連動コース

４８ 人

３４ 人

５７ 人 人

４９ 人

２　訪問コース（モデル実施）

（１）実施人数

１２ 人

　

介護予防・生活支援サービス事業（短期集中予防型）
実施状況について

北九州市保健福祉局 認知症支援・介護予防センター

８事業所

後期

短期集中予防型
サービス

ＯＢ・ＯＧ会

令和元年度

９事業所

令和２年度モデル実施区
（４区）

事業所数

短期集中予防型
サービス

ＯＢ・ＯＧ会

前期

令和２年度

参
加
者
数 ４８

新型コロナウイルス
感染拡大を鑑み中止

訪問にて個別実施
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北九州市 介護予防・生活支援サービス事業 短期集中予防型（サービス C）概要 

 

１ 目的 

生活行為（排泄、入浴、調理、買物、趣味活動等）に支障がある者を対象に、専門職が短

期間、心身機能や高齢者を取り巻く環境にアプローチを行う。 

サービス利用によって日常生活の活動を高め家庭や社会への参加（地域の通いの場等）に

つなげる。 

 

２ 利用対象者 

・ 要支援認定者（要支援１・２） 

・ 事業対象者（非該当者のうち、基本チェックリストに該当し、介護予防ケアマネジメン

トの依頼をした者） 

 

３ 実施内容 
 

訪問・通所連動コース 訪問コース（モデル実施） 

サービス種別 訪問型サービスＣと通所型サービ

スＣを組み合わせて実施 
訪問型サービスＣ 

サービス内容 ・ 訪問し居宅や地域での生活環境

を踏まえた評価を行い、通所

（３か月間）において生活行為

の改善を目的とした介護予防プ

ログラムを実施する。 
・ 集団でプログラムを実施するこ

とでグループダイナミクスを活

用する。 

・ 訪問での評価と通所におけるプ

ログラムの連動性をはかる。 

・ 地域包括支援センターとの同行

訪問を含めて１人に対して５回

の訪問を実施する。（おおむね

３か月間） 

・ 訪問し居宅や地域での生活環境

を踏まえた評価を行い、実際の

生活環境下で、動作や道具の工

夫、心身機能を向上するための

ホームプログラムを助言する。 

関与する 

専門職 

・ リハビリテーション専門職（理

学療法士、作業療法士） 

・ 管理栄養士、栄養士 

・ 歯科衛生士、言語聴覚士 

・ リハビリテーション専門職（理

学療法士、作業療法士） 

 

参考資料 
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 令和２年度 短期集中予防型サービス （訪問コース） 
 

毎日の生活の中で、次のようなことはありませんか？ 

 

                       ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・など 

「今まで日常的に行っていた動作が難しくなった」、「趣味などやりたいこ

とがあるのに体力がない」などを感じることはありませんか？ 

生活のしづらさを改善し、自分が望む生活や社会活動ができることを目指

すサービスです。 

サービス内容（例） 

ご自宅に、理学療法士や作業療法士が訪問して、あなたに合う

アドバイスをします。 

※理学療法や作業療法などの医療行為ではありません。 

 

•坂道や階段などでの安全な動作の助言

•入浴動作の工夫、掃除、調理動作の工夫

自宅内や自宅周囲での動作の改善

•室内で転倒しないような、椅子や家具の配置の提案

•手すりなどの福祉用具の提案

自宅内の環境調整

•歩行動作の確認や助言

•福祉用具（杖等）の適切な使い方の助言

外出に関する助言・指導

•自宅で行う運動プログラムの提案

体力の改善

家の中でつまずく、

滑るようになった

買い物の道中で、

転倒や体力が心配

サロンに行きたいけど

体力の自信がない

掃除が難しく

なった
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令和２年度 短期集中予防型サービス（訪問コース） 

対象 

下記のいずれかに該当する方 

① 要支援認定１，２の方 

② 65 歳以上の方で、認定結果が非該当で、基本チェックリス

トの結果、生活機能の低下がみられ、本サービスの利用を希望

される方 

サービス

内容 

【訪問】（約３か月間で５回） 

理学療法士または作業療法士がご自宅へ訪問して、生活課題や

日常生活での動作等について状況を確認しながら、今後の目標な

どについて話し合います。 

 

地域包括支援センターが作成したケアプランに基づいたサー

ビスの利用となります。 

料金 自己負担なし 

申込 

利用相談 

お住まいの地域を担当する「地域包括支援センター」にご相談

ください。 

 

 

訪問の流れについて 

訪問１回目 

・生活の困りごとや、どのような生活をしたいか確認 

・身体機能や自宅、 自宅周囲の環境を確認 

・目標について話し合い、達成するための方法を検討 

訪問２回目 ・目標達成に向けたプログラムを提案 

訪問３回目 ・目標達成に向けたプログラムの指導 

訪問４回目 ・目標達成に向けたプログラムの指導 

訪問５回目 
・身体機能や生活状況の確認 

・今後の目標について話し合い 

 

 

【お問い合わせ先】 

北九州市保健福祉局認知症支援・介護予防センター 

 電話（０９３）５２２－８７６５ 
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